
検証

仮設住宅の再編等に係る子供の学習支援による
コミュニティ復興支援事業

学習支援コーディネーター
（PTA関係者、自治会関係者、

教員OB、NPO 等）

地域コミュニティ 放課後や週末等の児童・生徒
の学習支援等

【支援対象となる学習活動の例】

・宿題の補助、テスト対策等を含む教科指導等の実施

・地域の特色を取り入れた学習活動やスポーツ活動等を
展開も可能

・地域住民の学習指導者等だけではなく、NPO団体や
大学等と連携しながら学習活動を行うことも可能

震災の影響で学習環境が好転していない地域の子供を中心に、地域住民による学習支援等を実施し、子供
の学習環境の好転やコミュニティの復興促進を図る。

地域住民等

子供への学習支援活動は、それを支援する地域の大人の学びの場にもなり、地域コミュニティ全体が活性化

【東日本大震災復興特別会計】

（前年度予算額 １，１２６百万円）

平成２８年度要求額 ７９５百万円※H２３～H２７は「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業」

連携

学習指導者等

評価・検証委員会

・国や、仮設住宅がある地方公共団体
に設置
【内容】

・被災地における課題解決に向けての、
明確な目標設定や効果測定、事業の
評価・検証を実施

・学習支援等の指導や補助

・学習指導者、学習サポーター、ボランティアスタッフ等として参画
・学習支援等に関わる研修会への参画

・被災地の課題に応える学習支援等を企画

・学校・地域との連絡、調整

・東日本大震災から４年が経過
・これまで様々な学習支援等を展開してきたが、未だ仮設住宅等における生活を強いられている地域等の中には、

学習環境が好転していないところがある
・目標設定・効果測定や事業内容の検証が不明確との指摘

現状と課
題

連携・協力

（学習支援の場）

仮設住宅

学 校

公民館、図書館等

社会教育施設

集会所
検証

子供たちの学習環境が好転


